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ネットワークの運営体制（1）	

紹介先の主な施設	 岡山大学病院産婦人科	  
岡山二人クリニック，三宅医院など	

紹介方法	 病診連携（FAX）	  
医師間の電話，メールなど	

がん診療施設からの	  
統一された情報提供書式	

一部あり　（乳がん）	

県外からの紹介	 しばしばある	

妊孕性温存実施施設	 紹介先と同一	
生殖医療実施施設間で紹介	  

ネットワーク運用資金	 研究費　など	

ネットワークHome	  Page	  
・開設資金	

作成中	  
研究費	



ネットワークの運営体制（2）	

妊孕性温存に関する	  
情報提供内容	

独自資料あり（乳がん）	  	  
＋医療者の裁量	

症例の情報	 各施設で管理	  
（乳がん前方視調査参加者は，登録）	

施設間の交流方法	  
（患者紹介以外）	

非定期の研修会開催	  

行政の関与	 なし（岡山大学内の岡山県不妊専門相
談センターでの相談）	

ネットワークの特徴	 基幹病院中心に運営	  

ネットワークの課題	 一元的な患者情報の把握が困難	



看護スタッフにおける 
悪性腫瘍患者の妊孕性温存 

に関する認知度 



今までの勤務経験の中で，悪性腫瘍等の患者で	  
生殖機能温存の対象になる人がいたか？	

いた	
21.8%	

いない	
42.4%	

わからない	
35.7%	  

平均	  
男性：約4.1人	  
女性：約4.9人	

（N=795）	



	  
今までの勤務経験の中で，悪性腫瘍等の患者から	  
生殖機能温存について相談を受けたことがあるか？ 

	
ある	
7.6%	  

ない	
92.4%	

平均	  
男性：約3.9人	  
女性：約8.1人	



岡山県内に生殖機能温存を行うことが	  
できる施設があることを知っているか？ 

	

はい	
25.6%	

いいえ	
74.4%	



悪性腫瘍等の患者が生殖機能温存	  
を行うことについて	

肯定的	
34.7%	

どちらかと
いえば	
肯定的	
56.7%	

どちらかと
いえば	
否定的	
7.9%	

否定的	
0.8%	  



自身が20-‐30代の独身で悪性腫瘍等の	  
治療が必要となった場合	

行いたい	
71.2%	

行いたくな
い	

28.8%	

生殖機能温存を行いたいか？	


